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る、埼玉県と東京都の境にある地方自治体である(図1)0 2011年 10月 1日に鳩ヶ谷市を合併し
て、近年は、全国的に人口減少社会にありながら人口を伸ばし続け、 2008年からの 10年間に、
旧鳩ヶ谷市地区の約 65，000人を含め、 9万人以上増加している 1)。
江戸時代には、将軍の日光社参に使用された日光御成道沿いに鳩ヶ谷倍、ハ旧宿が設置され、



































図3 迅速測図 [1881(明治 14)年]における鳩ヶ谷宿(在)と川口宿(右)
3.2現地踏杏
5 )-j9日 (/J<.)に加えて 6)-j 23日(十)、 1 月 11日(日)に刈象地医の現地踏査を行った。 6
)-j 23日には、必羽!日上り、)1口宿と合宿(あいじゅく.午)-j交代で宿場業務を-j:n.当する)となっ
ていた荒川の士、l)ilにある計淵本宿から徒Jpで)1口宿に入札 IR流路と街道の変化をす巴J吊した。








11月 11日は、 )1口市と旧鳩ヶ谷市の合併を記念して 2012年に始まった「日光御成道まつり」
が4年ぶりに開催された(図 6)0 ) 1口宿と鳩ヶ谷宿の 2会場があり、)1口宿では、本一通りはル
ートに含まれていなかったが、すぐ北側の)1口本町大通りを行列が通り、多くの来客が見物して
いた。
図4 r CQ-toiro i附 buchiJ 図5 荒川土手から見た本一通り 図 6 日光御成道まつり
3.3郷土史家へのヒアリング
川口市郷土史会で会長をしている千葉乙郎氏に、 )1口宿の歴史的変遷について地図を用いた説









鳩ヶ谷宿においては 2018年 11月 25日(日)に、 )1口宿においては 12月 1日(土)にまちあ
るきワークショップを実施した。ワークショップの実施概要を表 1tこ示す。この行事は、図 7の
ちらしを現地やインターネットで配布して参加者を募集した。鳩ヶ谷宿で、は一般参加者 4名を含
む 9名で、 )1口宿では一般参加者 7名を含む 14名で実施した。一般参加者は、)1口市民を中心と
して、 1jf安地域に芹しい)jも参加され、地域の状況や事情を伺いながらの実抱となっ
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合めて図 1 の通りまとめたL また、川 1伯まちあるきワークショップの「フラグマップ」から、
l口lーの要ぷを評前liWJにまとめて図 12の通り「アメニティマップj としてまとめたれこれらの要ぷ
の写真を、評耐liのす~~.と名前も含めて図 13 の通りまとめた。
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